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と
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と
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今
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の

内

容

今

月

の

内

容

今

月

の

内

容

今

月

の

内

容

古代蓮の里を一年を通して四季折々の花が楽しめる

公園にしようと、市民の皆さんの提案から始められた

ロウバイの植樹。今年度は４０人、３団体、１社の方々

から寄附の申し出をいただき、１２月２３日に「古代蓮

の里にロウバイの林をつくろう！」植樹会が開催され

ました。寄附をいただいた皆さんにより１２１本のロウ

バイの木が植えられたあと、それぞれの思いを書き込

んだ記念プレートが木に掲げられました。
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平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
行
田
市
に
お
住

ま
い
の
方
で
、
平
成
18
年
中
に
事
業
、
給
与
、

不
動
産
、
配
当
、
譲
渡
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た

方
は
申
告
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
所
得
の
な
い

方
で
も
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
を
受
け
た

り
、
税
務
関
係
証
明
書
が
必
要
と
な
る
場
合
に

は
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
次
の
方
は
申
告
不
要
で
す
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

②
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
市
の
税
務
課
に

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
給
与

所
得
以
外
に
所
得
の
な
い
方

今
年
の
申
告
相
談
の
日
程
は
、（
表
１
）
の

と
お
り
で
す
。
３
月
11
日
・
14
日
・
15
日
の
３

日
間
は
全
地
区
を
対
象
と
し
た
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

申
告
に
は
、
次
の
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

①
印
鑑

②
平
成
18
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
収
支
計
算

の
分
か
る
書
類

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
、
前
年

１
年
間
の
所
得
に
対
す
る
税
額
を
適
正

に
計
算
す
る
た
め
の
課
税
資
料
と
し
て
、

申
告
書
の
提
出
を
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

納
税
者
の
方
が
ご
自
分
で
１
年
間
の
所

得
金
額
を
計
算
し
、
申
告
書
を
提
出
し

て
納
税
や
還
付
を
受
け
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
各
地
域
公
民
館
な
ど
を
会

場
に
、
皆
さ
ん
の
市
民
税
・
県
民
税
、

所
得
税
の
申
告
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

13
会
場
で
申
告
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

申
告
相
談
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

市
民
税
・
県
民
税
を

申
告
す
る
に
は

平成１９年度　市民税・県民税申告相談開催日程 

２月 ７日 

８日 

 ９日 

１３日 

１４日 

１５日 

１６日 

１９日 

２０日 

２１日 

２２日 

２３日 

２６日 

２７日 

２８日 

３月 １日 

２日 

５日 

６日 

７日 

８日 

９日 

１１日 

１２日 

１３日 

１４日 

１５日 

水 

木 

金 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

日 

月 

火 

水 

木 

荒木１区～４区、荒木上宿、荒木団地 

荒木５・６区、７・８区（小見）、９区（白川戸） 

須加１区～４区（下中条）、須加５区～１２区 

西新町、深水町、壱里山町、清水町、門井団地、押上町 

門井、門井二丁目、第三門井、棚田、棚田町三丁目、三井砂原、三持田西部、持田西 

菅谷、一持田（北･南）、二持田（第一・第二・蔵場）、持田砂原、持田長町 

三持田（東・大宮口）、菊野台、持田五丁目、持田団地、駒形、西駒形、前谷 

下須戸、藤間 

小針、真名板、真名板東、青葉 

関根、若小玉（勝呂・中央・南・六本木）、藤原町（中央・東・西・南） 

一桜、二桜、三桜（南・北）、長野住宅、桜ヶ丘、富士見（東・西・北・中央） 

田端、林、橋場、中斉、堀の内、万願、白山、大下、新田、つるまき 

上埼玉、下埼玉、片原（第一・第二・第三）、百塚、富士山（東・西）、利田 

渡柳（上・下）、杉原、野（宿・中・谷端・原・上手） 

東台、柳坪、二谷郷新田、飯倉、栄町、春日、二谷郷東（第一・第二）、東栄、三谷郷 

一斎条、二斎条、斎条団地、一和田、二和田、一谷郷、小橋団地 

下忍、南駒形、堤根、樋上、下忍団地 

一区、二区、在家、犬塚、中江袋 

三区（北・南）、馬見塚 

上、久保、里前、天袋、立野、新田、酒巻（上・下） 

上池守、下池守、皿尾、中里、小敷田 

一・二旭、向町、大町、一佐間、二佐間、緑町、佐間神明、佐間三間 

　　　　　　　　　　全　　地　　区 

 

北谷（東・南・北・蓮華寺）、二北谷、帯廓、本丸、矢場、上荒井、城西、城南、田町、成田 

 
　　　　　　　　　　全　　地　　区 

荒木公民館
 

 

須加公民館 

太井公民館 
 

持田公民館 
 

 
太田公民館 

 

長野公民館 
 

 
埼玉公民館 

星河公民館
 

 

下忍公民館 

南河原公民館 
 

北河原公民館 

星宮公民館 

 

 

 
商工センター 

（お願い）・市役所税務課での申告相談は受け付けておりませんので、ご理解・ご協 
　　　　　　力をお願いします。 
　　　　　・各地区会場で都合のつかない方は、他の会場でも受け付けできますので　 
　　　　　　ご利用ください。 
　　　　　・商工センターの駐車場は混雑が予想されますので、車でのご来場はなる 
　　　　　　べくご遠慮ください。 

（表１） 

（受付時間）午前９時３０分～午後４時 

月　日 曜日 会　場 地　　　　　　　区 

一・二天満、大手町、元町、一・二・三内行田、六ッ門、矢場一丁目 
一・二本町、新町、八幡町、下町、宮本、中央、エクセル行田中央 



③
会
社
な
ど
に
お
勤
め
の
方
は
、
源
泉
徴
収
票

ま
た
は
給
与
証
明
書

④
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保

険
料
、
損
害
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
払

込
証
明
書

⑤
支
払
い
医
療
費
の
あ
る
方
は
、
平
成
18
年
中

に
支
払
っ
た
金
額
の
領
収
書
、
保
険
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
分
か
る
も
の
（
人
ご

と
、
医
療
機
関
ご
と
に
金
額
を
ま
と
め
て
お

い
て
く
だ
さ
い
）

⑥
市
か
ら
送
付
し
た
申
告
相
談
の
案
内
は
が
き

昨
年
11
月
に
行
っ
た
「
農
業
所
得
に
関
す
る

お
尋
ね
」
に
お
い
て
「
４
農
業
所
得
を
収
支
計

算
に
よ
り
申
告
し
ま
す
」を
選
択
さ
れ
た
方
は
、

今
回
か
ら
「
収
支
計
算
に
よ
る
申
告
」
と
な
り

ま
す
。
昨
年
１
年
間
の
収
入
金
額
か
ら
必
要
経

費
（
支
出
金
額
）
を
差
し
引
い
た
残
額
が
所
得

金
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
収
入
・
支
出
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
ご
自
分
で
ま
と
め
た
う
え
で
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、「
お
尋
ね
」
で
「
２
所
得
は
あ
り
ま

せ
ん
」
ま
た
は
「
３
農
業
所
得
は
０
円
と
し
て

申
告
し
ま
す
」
を
選
択
さ
れ
た
方
は
、
農
業
所

得
の
申
告
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

昨
年
よ
り
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
受
け
付
け
に
な

っ
た
た
め
、
以
前
送
付
し
て
い
た
「
市
民
税
・

県
民
税
申
告
書
」
は
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。
必

要
な
方
に
は
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。（
申
告
書
の
用
紙
は
、
各
地
域
公
民
館
に

も
置
い
て
あ
り
ま
す
）

申
告
は
、
平
成
19
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税

を
適
正
に
計
算
す
る
う
え
で
大
切
な
も
の
で

す
。
書
類
な
ど
の
不
備
が
な
い
こ
と
を
十
分
ご

確
認
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係
（
内
線
２
３
１
・
２
３
２
）

平
成
18
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
３

月
15
日
（木）
ま
で
で
す
。
申
告
期
間
終
了
間
近
に

な
り
ま
す
と
相
談
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
早
め
の
申
告
を
お
勧
め
し
ま
す
。

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
農
業
所
得
、
山

林
所
得
の
あ
る
方
は
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額

や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し
た
収
支
内
訳
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産
収
入
の
あ

る
場
合
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど

で
平
成
18
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
所

得
控
除
な
ど
の
合
計
額
を
差
し
引
き
、
そ
の

金
額
を
基
に
算
出
し
た
税
額
が
「
配
当
控
除

額
」
と
「
定
率
減
税
額
」
の
合
計
額
を
超
え

る
方
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
所
得
の
年
収
が
２
千

万
円
を
超
え
る
方
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
方
。

な
お
、確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
方
で
も
、

次
の
場
合
な
ど
に
は
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
還
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

○
給
与
所
得
や
退
職
所
得
が
あ
る
方
で
、
医
療

費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を

受
け
る
場
合
。

○
給
与
所
得
者
で
年
の
途
中
に
退
職
し
そ
の
後

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
、
年
末
調
整
を
行
わ

な
か
っ
た
場
合
。

確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
方
で
、
平

成
18
年
中
の
総
収
入
金
額
が
３
千
万
円
を
超
え

る
場
合
に
は
、
３
月
15
日
ま
で
に
そ
の
合
計
額

や
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
総
収
入
金
額

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
（
口
座
引
き
落
と
し
）
は
、
現
金

を
持
ち
歩
く
こ
と
が
な
く
安
全
で
便
利
で
す
。

ま
た
、
還
付
金
の
受
け
取
り
は
、
本
人
の
銀
行

口
座
へ
の
振
り
込
み
が
、
手
間
を
取
ら
ず
大
変

便
利
で
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

n
ta
.g
o
.jp

）
の
「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
が
便
利
で
す
。
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

タ
と
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
が
あ
れ
ば
、
ご
自
宅

で
簡
単
に
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。
申
告

会
場
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
税
務
署
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

告
・
納
付
が
で
き
る
「
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（h

ttp
://

w
w
w
.e
-ta
x.n
ta
.g
o
.jp
/

）」
の
利
用
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
税
務
署
の
駐
車
場

は
大
変
狭
い
た
め
、
車
で
お
越
し
の
場
合
は
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
元

「
埼
北
健
康
保
険
組
合
」
の
駐
車
場
（
税
務
署

の
向
い
）
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
）

※
所
得
税
の
確
定
申
告
は
市
の
相
談
会
場
で
も

受
け
付
け
い
た
し
ま
す
が
、
次
の
内
容
の
方

は
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
青
色
申
告
の
方

②
土
地
・
株
の
譲
渡
に
関
す
る
申
告
の
方

③
過
年
度
分
の
申
告
の
方

▼
所
得
税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

行
田
税
務
署

５
５
６
―
２
１
２
３
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農
業
所
得
の
申
告
を
す
る
方
へ

そ
の
他

白
色
申
告
の
方
も
収
支
内
訳
書
の
添
付
を

確
定
申
告
が
必
要
な
方

総
収
入
金
額
報
告
書
の
提
出
を

納
税
・
還
付
は
口
座
振
替
で

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

所
得
税
の
申
告
を
す
る
方
へ
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税制改正に基づいて昨年から実施された「老年者
控除の廃止」や「年金収入控除額の縮減」などによ
り、多くの高齢者（６５歳以上の方）の税額に影響
が生じました。この改正は、税負担の公平を図る観
点から行われたものですが、「老年者控除の廃止｣に
伴い、これまで重複して控除できなかった、高齢者
の「寡婦控除」と「寡夫控除」という制度がありま
すので、次に該当する方は申告の際、漏れることが
ないようご注意ください。

・夫と死別もしくは離婚した後婚姻せず、扶養親族
のある方
・夫と死別した後婚姻せず、所得が５００万円以下の方

・妻と死別もしくは離婚した後婚姻せず、扶養する
生計同一の子を有し、所得が５００万円以下の方

また、障害者控除についても漏れることがないよ
うご注意ください。該当する方は次のとおりです

・身体障害者、精神障害者、知的障害者等により各
手帳の交付を受けている方
・手帳の交付は受けていないが、市から認定を受け
た方（６５歳以上でねたきりの状態が続いている方
などの場合に市（高齢者福祉課・福祉課）において
「障害者控除対象者認定書」を受けられることがあ
ります）なお、寡婦控除、寡夫控除、障害者控除の
判定の時期は、いずれも前年１２月３１日の現況に
よることになります。

税制改正により今年から所得税と住民税の税率が大きく変わること
から、多くの方の住民税が増加し、所得税が減少することになります。
それぞれの方の状況により、各税の増減する時期は次のとおりとなり
ますのでご了承ください。

ほとんどの方は、今年１月以降に徴収される所得税が減少し、６月
から徴収される住民税が増加することになります。

ほとんどの方は、今年６月から徴収される住民税が増加し、来年の確
定申告時に納税する平成１９年分の所得税が減少することになります。

ほとんどの方は、２月以降に徴収される所得税が減少し、６月から
徴収される住民税が増加することになります。
※税制改正の内容については、市のホームページ「お知らせ」の欄に
掲載してありますのでご覧ください。

高齢者の方へ
～申告の際ご注意ください～

平成１９年度の住民税について

寡 婦 控 除

寡 夫 控 除

障 害 者 控 除

会社などにお勤めで給与所得のある方の場合

年金所得のある方の場合

お店など事業を営んでいて事業所得のある方の場合

行田税務署および行田市では、申告相談期間中のうち、下記の
日曜日には申告相談を開催しますので、ご利用ください。

※この３日間は各会場とも混雑することが予想されますので、あらかじ
めご承知おきください。
問い合わせ 行田税務署 ５５６ー２１２３ または税務課市民
税係（内線２３１・２３２）

日曜日の申告相談

開催日

２月１８日

２月２５日

３月１１日

場　所

行田税務署１階

商工センター

時　間

午前９時～正午

午後１時～５時

午前９時３０分～午後４時

開催者

行田税務署

行田市



税
に
関
す
る
標
語

「
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
　
優
秀
」

「
あ
り
が
と
う
」
税
か
ら
生
ま
れ
る
み
ん
な
の

笑
顔
　
　
　
　埼

玉
中
学
校
２
年
　
山
口
　
由
梨

「
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
　
佳
作
」

納
税
で
　
社
会
を
支
え
る
　
一
員
に
　

西
中
学
校
２
年
　
　
贄
田
真
梨
奈

「
行
田
市
長
賞
　
優
秀
」

税
金
は
　
明
る
い
未
来
の
　
基
礎
づ
く
り

南
河
原
中
学
校
１
年

野
中
　
俊
秀

「
行
田
市
長
賞
」

見
つ
め
よ
う
　
税
で
成
り
立
つ
　
暮
ら
し
の
和
　

見
沼
中
学
校
２
年
　
松
井
佳
奈
江

税
金
は
　
明
る
い
未
来
　
築
く
鍵

行
田
中
学
校
３
年
　
鈴
木
裕
美
子

税
金
は
日
本
の
未
来
と
夢
の
た
め

埼
玉
中
学
校
１
年
　
松
本
　
拓
磨

こ
の
税
で
　
み
ん
な
に
幸
せ
　
届
け
ま
す

西
中
学
校
３
年
　
　
関
本
　
賢
人

税
金
を
　
納
め
て
安
心
　
未
来
の
生
活

太
田
中
学
校
２
年
　
加
藤
　
紗
妃
　

見
え
て
く
る
　
み
ん
な
の
税
で
　
明
る
い
未
来

長
野
中
学
校
３
年
　
齋
藤
　
拓
馬

納
税
で
　
つ
く
ろ
う
み
ん
な
の
　
輝
く
笑
顔

忍
中
学
校
２
年
　
　
足
立
彩
由
美

税
金
を
　
き
ち
ん
と
納
め
て
　
よ
り
よ
い
暮
ら
し

忍
中
学
校
３
年
　
　
田
中
　
愛
美

「
行
田
税
務
署
長
賞
」

納
税
で
　
住
み
よ
い
暮
ら
し
　
み
な
笑
顔

忍
中
学
校
１
年
　
　
坂
倉
あ
ゆ
み

納
税
が
支
え
る
　
福
祉
の
国
づ
く
り

南
河
原
中
学
校
３
年

榊
　
　
真
由

税
金
を
　
納
め
て
作
ろ
う
　
明
る
い
未
来

太
田
中
学
校
３
年
　
大
澤
　
一
輝

税
金
を
　
き
ち
ん
と
納
め
て
　
大
人
の
マ
ナ
ー

西
中
学
校
２
年
　
　
渡
邉
　
美
琴

税
金
で
　
築
け
未
来
の
　
福
祉
社
会

埼
玉
中
学
校
３
年
　
潟
上
　
万
莉

考
え
て
　
税
の
あ
る
意
味
　
使
い
道

行
田
中
学
校
１
年
　
大
野
　
愛
美

高
齢
化
　
福
祉
を
支
え
る
　
み
ん
な
の
税
金

見
沼
中
学
校
１
年
　
大
山
　
恭
平

「
関
東
信
越
税
理
士
会
行
田
支
部
長
賞
」

あ
な
た
の
税
　
い
か
さ
れ
て
ま
す
　
こ
の
町
に

見
沼
中
学
校
１
年
　
渡
邉
　
　
瞳
　

「
行
田
県
税
事
務
所
長
賞
」

税
金
で
　
作
ろ
う
未
来
　
い
い
く
ら
し

埼
玉
中
学
校
１
年
　
桑
原
　
真
理
　

「
埼
玉
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
」

税
金
と
　
二
人
三
脚
　
未
来
の
社
会

行
田
中
学
校
１
年
　
加
藤
安
梨
沙

「
行
田
税
務
署
管
内
国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞
」

納
税
で
　
輝
く
未
来
を
　
切
り
開
け

南
河
原
中
学
校
３
年

今
村
　
尚
貴
　

「
社
団
法
人
行
田
法
人
会
長
賞
」

税
金
は
　
明
る
い
未
来
の
　
基
礎
作
り
！

太
田
中
学
校
２
年
　
古
舘
　
雅
人
　

「
行
田
商
工
会
議
所
会
頭
賞
」

み
ん
な
の
税
　
豊
か
な
未
来
の
　
設
計
図

長
野
中
学
校
２
年
　
舟
山
　
愛
実
　

「
青
色
申
告
会
連
合
会
長
賞
」

協
力
し
　
税
で
作
ろ
う
　
社
会
の
輪

忍
中
学
校
３
年
　
　
島
田
　
尚
紀

税
に
つ
い
て
の
作
文

「
埼
玉
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞
」

「
身
近
な
税
金
」忍

中
学
校
２
年
　
　
大
城
　
　
周
　

「
行
田
税
務
署
長
賞
」

「
税
金
は
生
き
て
い
る
」

長
野
中
学
校
２
年
　
岩
崎
　
真
衣
　

「
行
田
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞（
銀
賞
）」

「
税
金
の
歌
声
」南

河
原
中
学
校
３
年

長
谷
川
恭
子
　

「
改
め
て
感
じ
た
税
の
大
切
さ
」

西
中
学
校
１
年
　
　
坂
野
上
阿
季
　

「
行
田
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞（
銅
賞
）」

「
税
金
＝
（
イ
コ
ー
ル
）
明
る
い
未
来
？
」

埼
玉
中
学
校
３
年
　
大
木
　
沙
織
　

「
税
金
の
あ
り
が
た
み
」

忍
中
学
校
１
年
　
　
藤
倉
　
祐
太
　

「「
森
林
環
境
税
」
っ
て
な
ん
で
す
か
？
」

長
野
中
学
校
２
年
　
　
橋
　
真
那
　

「
税
と
い
う
財
産
」

西
中
学
校
３
年
　
　
関
口
紗
也
香
　

「
身
近
に
あ
っ
た
税
金
の
使
い
方
」

太
田
中
学
校
３
年
　
近
藤
　
絢
香
　

「
一
番
身
近
な
税
」

南
河
原
中
学
校
３
年

田
熊
　
大
河
　

「
行
田
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞（
入
選
）」

「
皆
が
住
み
良
い
国
、「
日
本
」」

見
沼
中
学
校
２
年
　
松
村
か
お
り
　

「
明
日
を
照
ら
す
一
つ
の
光
」

忍
中
学
校
３
年
　
　
豊
島
明
日
香
　

「
税
金
に
つ
い
て
」

行
田
中
学
校
３
年
　
若
林
　
彩
美
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平
成
18
年
度
「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標

語
」
お
よ
び
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
行
田
税
務
署
管
内
の
中
学

生
か
ら
、
合
わ
せ
て
１
万
２
千
を
超
え
る
作

品
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
方
々
が
入
選
し
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）
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博
学
連
携
展
示

▼
期
間

４
月
８
日
（日）
ま
で
※
会
期
中

の
休
館
日
は
２
月
12
日
を
除
く
毎
週
月

曜
日
お
よ
び
２
月
13
日
（火）
・
23
日
（金）
、

３
月
22
日
（木）
・
23
日
（金）

▼
開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
入
館
は

午
後
４
時
ま
で
）
▼
場
所

郷
土
博
物

館
企
画
展
示
室
　
▼
内
容

お
じ
い
ち

ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
子
供
だ
っ
た

こ
ろ
（
明
治
〜
昭
和
）
の
く
ら
し
を
紹

介
し
ま
す
。

（
１
・
む
か
し
の
家
の
中
、
２
・
し
ご
と

の
ど
う
ぐ
、
３
・
く
ら
し
の
う
つ
り
か

わ
り
、
４
・
戦
争
と
行
田
、
５
・
学
校

と
子
ど
も
た
ち
）

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

①
貝
あ
わ
せ
を
作
ろ
う

▼
期
日

２
月
17
日
（土）

▼
内
容

ハ

マ
グ
リ
の
貝
殻
の
裏
側
に
絵
を
描
き
、

完
成
し
た
ら
平
安
時
代
の
ル
ー
ル
で
遊

び
ま
す
。

②
竹
笛
を
つ
く
ろ
う
　

▼
期
日

３
月
３
日
（土）

▼
内
容

竹

の
筒
に
穴
を
開
け
て
横
笛
を
作
り
ま
す
。

①
②
い
ず
れ
も

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
　
▼
場
所

郷
土
博
物
館
２
階
会
議
室
　
▼
定
員

各
30
人
（
予
約
可
）
▼
参
加
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

郷
土
博
物
館

５
５

４
―
５
９
１
１

埼玉県内で事業を営む使用者およびその事業

場で働くすべての労働者に適用される「埼玉県

最低賃金」、下記の特定の産業で事業を営む使

用者およびその事業場で働くすべての労働者に

適用される「産業別最低賃金」は次のようにな

っています。

なお、埼玉県最低賃金よりも産業別最低賃金

が優先します。

問い合わせ 埼玉労働局賃金室 ０４８－６００－

６２０５ または行田労働基準監督署 ５５６－４１９５

ねぇみんな、
この金額に目を留めて
平成１８年度埼玉県最低賃金

埼玉県最低賃金
時間額

６８７円

発効日

H１８.１０.１

産業別最低賃金

非鉄金属製造業

電気機械器具製造業、

情報通信機械器具製造業、

電子部品・デバイス製造業

時間額

７８８円

７９０円

輸送用機械器具製造業 ８０２円

光学機械器具・レンズ、

時計・同部分品製造業
７９７円

各種商品小売業 ７７１円

自動車小売業 ８０１円

発効日

H１８.１２.１

１
月
10
日
、
南
河
原
小
学
校
で
児
童
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

市
内
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
が
出

席
し
、
学
校
給
食
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
学
校
給
食
へ
農
産
物
を
供
給
し
て
い
る
生
産
者
と

児
童
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
ら
消
費
者
が
直
接
話
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
元
農
産
物
の
消
費
の
拡
大
や
食
育
の
推
進

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

児
童
ら
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
者
の
方
々
と
懇

談
し
な
が
ら
給
食
を
食
べ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
と
と
も
に
「
地
産
地
消
」
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

農
政
課
（
内
線
３
８
６
・
３
８
７
）

児童らと生産者による学校給食交流会が行われました

地
元
の
農
産
物
を
給
食
に
〜
学
校
給
食
交
流
会
〜
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市指定保養宿泊施設のうち、かんぽの

宿山中湖（所在地　山梨県山中湖村 ０

５５５―６２―３５１５）は２月２８日（水）

の営業をもって閉鎖になります。ご利用

ありがとうございました。

問い合わせ 生活課市民生活係（内線

２５２）

市民保養宿泊施設の
お知らせ

シルバー人材センター会員募集

市では、４月のオープンを目指して、現在、市内旭町地内（旭町１３番２４号）に新しいシルバー人材センタ

ーを建設しています。そこで、市民の皆さんから愛称を募集します。

この施設は、高年齢の方々の労働能力の活用、生きがいの充実および社会参加を目的に建設されるもので、大

小２つの作業室、講習室、事務室などを備えており、高年齢の方々がシルバー人材センターの会員として有効に

活用していただけるものです。

高齢化社会に対応した高年齢の方々の活動拠点として、多くの皆さんに親しまれ、愛されるすてきな名前を付

けてください。

なお、現在行っている業務は、４月からは移転先で行います。

応募対象者 市内在住の方　 応募方法 ①愛称名　②愛

称名の説明　③応募者の郵便番号、住所、氏名、年齢、電話

番号を記入のうえ、官製はがき、ＦＡＸ、Eメールまたは持

参してください。 応募先 【はがき】〒３６１－００３２ 行

田市佐間１－１１－３ 行田市シルバー人材センター【ＦＡＸ】

５５４－２５８６【Eメール】gyodasc1@bb.knet.ne.jp

【持参】①行田市シルバー人材センター：佐間１－１１－３

（水城公園管理事務所内）、②高齢者福祉課　 募集期間 ２月

１５日（木）～２８日（水） 当選 1人に賞状および記念品

を贈呈します。なお、同名多数の場合は抽選とします。 発

表 当選者には直接通知するほか、広報紙などに掲載しま

す。 その他 採用された愛称の著作権などは、すべて行田

市シルバー人材センターに帰属します。 問い合わせ 行田

市シルバー人材センター ５５６－５２２１または高齢者福

祉課高齢福祉担当（内線２２３）

シルバー人材センターは、市内に在住する６０歳以上の健康

で働く意欲のある方々の会員組織です。高年齢者でも無理なく

できる軽易な仕事を通して社会参加をしてみませんか。また、

旅行やサークル活動など楽しい催しも行っています。

〈入会説明会〉
日時 毎月第３木曜日

午前１０時～　 場所

同センター会議室　

問い合わせ 行田市シ

ルバー人材センター

５５６―５２２１

国道１２５号 桜町交差点桜町交差点 桜町交差点 

至吹上駅 

行田市向町浄水場行田市向町浄水場 

老本幼稚園老本幼稚園 

行田市向町浄水場 

行
田
市 

　
消
防
本
部 

行
田
警
察
署 

至熊谷 

至加須 

老本幼稚園 

移転先 
ガスト 

群馬銀行 

産
業
道
路 

大長寺 

古代蓮物語 

忍  

川 

小堀産婦人科小堀産婦人科 小堀産婦人科 

昭和観光自動車 

シルバー人材センターの移転先
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保 健 案 内
保健センター　Tel.553－0053／Fax.555－2551

・診療科目……内科、小児科、外科　
・診療時間……午前１０時～午後５時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合わせください。
・行田中央総合病院 ５５３－２０００
・壮幸会行田総合病院　 ５５２－１１１１

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　 ５５６－３００５
・埼玉県救急医療センター　 ０４８－８２４－４１９９

休日急患診療
期　　　日 医療機関名

２月１８日（日）

２月２５日（日）
壮幸会行田総合病院

期　　　日

３月 ４日（日）

医療機関名

３月１１日（日）

壮幸会行田総合病院

行田中央総合病院

・対象者には通知します。
・対象者以外（平成１８年１０月３１日以前に生まれて生後６月に
達するまでの間の子）でまだ受けていないお子さんはこの機会
に受けてください。
・生後６月に達するまでに医学的に接種が不適当であると医師が
判断した乳児（心臓血管系、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患お
よび発育障害などの疾患を有する方など）について、医師によ
る医学的判断がなされ１歳に達するまでにＢＣＧ接種が可能な
場合は保健センターまでご連絡ください。
・必ず受付時間内に会場へお越しください。遅れると受けられません。
・お子さんの日ごろの状態をよく知っている方が連れてきてください。
・体温は接種会場で測定してください。
・慢性の病気がある、もしくは、継続して治療
を受けているお子さんは、かかりつけの医
師に相談してから受けるようにしましょう。

BCG予防接種

受付時間 午後１時３０分～２時２０分
場　　所 保健センター　　
持 ち 物 母子健康手帳

２月２１日（水） 平成１８年１１月１日～１５日生まれ

３月 ６日（火） 平成１８年１１月１６日～３０日生まれ

期　　日 対　象　者

こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、夜ねむれない、不安や心

配事がある、ご自身の性格や人間関係に悩みがあるなどの
相談をお受けします。相談は大人の方でもお子さんでもで
きます。
予約制ですので、ご希望の方は事前に電話でお申し込み

ください。

期　　日 ２月１５日（木）・２３日（金）、３月１日（木）
場　　所 保健センター

保健センターの健診と教室 ＊会場は保健センター 

名　　称 対　　　象 期　　日 時　　間 内　容　な　ど 

受付午後１時～１時３０分 対象者には通知します。 
通知が届かない方はご連絡ください。　 

 ３月 ２日（金） 

 ３月１３日 (火） 
平成１８年１０月１５日～１１月１４ 
日生まれの子 

 ３月 ９日 (金） 平成１７年９月生まれの子 

 ３月２２日 (木） 平成１６年８月生まれの子 

 ３月１６日 (金） 平成１５年９月生まれの子 

受付午後１時３０分～２時  ３月２３日（金） 事前に電話申し込みが必要です。 

受付午前９時４５分～１０時 
 ３月 ６日（火） 

 ３月２７日（火） 
赤ちゃんとの遊びなどを通じた母親同士の仲間づくりの場です。 
２日間とも参加できる方。事前に電話申し込みが必要です。　 

平成１８年１０月１５日～１１月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

平成１８年８月１５日～１０月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

４カ月児健診  

１歳６カ月児健診 

２歳児歯科健診 

３ 歳 児 健 診  

離 乳 食 教 室  

コ ア ラ 教 室  

保健センターの相談と催し ＊会場は保健センター 

名　　称 対　　　象 期　　日 時　　間 内　容　な　ど 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分 

 ３月１２日（月） 
小学校入学前の親子 育児に関する相談を保健師、栄養士がお受けします。 

事前に電話申し込みが必要です。 

 ３月２３日（金） 

 ３月１９日（月） 

小学校入学前の親子 
親子で遊んだり親同士が話をする場です。身長計、体重計が 
あります。市内のサークル情報など話題も豊富です。 
　 

午前１０時～１１時 

午前１０時～１１時  ３月１４日（水） 健康に関する相談をしたい方 健康に関する食事や日常生活についての相談をお待ちしています。 

乳 幼 児 相 談  

親 子 広 場  

健 康 相 談  
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《加須市》
タイトル 加須未来館プラネタリウム
内　　容 加須未来館では、３月１１日（日）まで、冬のプ

ラネタリウム番組を投影しています。ぜひお越し
ください。

投影番組 冬の星空と天からの手紙
投影日時 【月曜日（学習投影のない日）】午後２時、【土曜日】

午前１１時・午後２時・６時、【日曜日・祝日】午前　
１１時・午後２時
※団体投影については、事前にご相談ください　

観 覧 料 ・個人１００円
・団体（２０人以上）８０円
※小学生未満・高齢者（６５歳以上）、障害者の方
は無料。年齢が分かるもの、障害者手帳をお持ち
ください。

問い合わせ 加須未来館
０４８０－６９－２１６０

http://www.kazo-
city.or.jp/miraikan/ 

《羽生市》
タイトル 羽生市立図書館・郷土資料館

【企画展】桃の節句～舞姫の競演～
内　　容 父母や祖父母から贈られたかわいいひな人形。そ

のひな人形に華を添えるケースに入った舞人形。
今回の企画展では、その脇役の舞姫たちにスポッ
トをあてて展示します。

日　　時 ２月３日（土）～３月１８日（日）午前９時～午後
５時

休 館 日 毎週火曜日、第４木曜日、祝日
場　　所 図書館・郷土資料館展示室
入館無料
そ の 他 ３月３日（土）には、手作りのおひな様を作る企

画もありますので、お楽しみください。
問い合わせ 羽生市立図書館・郷土資料館 ５６１－８２３３

《騎西町》
タイトル 炭焼き体験会　
内　　容 埼玉県環境科学国際センターに隣接している「種

足ふれあいの森」にて、炭焼き体験会を行います。
日　　時 ３月２５日（日）午前９時～午後４時

※雨天の場合は４月１日（日）
・午前９時作業開始

・午前１０時３０分点火
・午後２時木酢液採取開始
※時間は目安になります

場　　所 「種足ふれあいの森」炭焼き小屋
参加無料 （事前申し込み不要）
そ の 他 当日は汚れても良い服装で、マスクと軍手をご用

意ください。また、木酢液が欲しい方はペットボ
トルをご持参ください。

問い合わせ 騎西町産業建設課都市計画担当
０４８０－７３－１１１１（内線１５７）

《北川辺町》
タイトル いきいき学びあいフェスティバル２００７　
内　　容 町民の皆さんの学習成果の発表と生涯学習の普及

啓発を目的として開催します。多くの皆さんのご
来場をお待ちしています。
・親子ふれあい鑑賞会
・サークル活動の紹介
・体験学習コーナー

日　　時 ３月１０日（土）・１１日（日）午前１０時～（予定）
場　　所 北川辺町生涯学習センター「みのり」
問い合わせ 北川辺町教育委員会 ０２８０－６２－１７１０

《大利根町》
タイトル 第１１回童謡のふる里おおとねウォーク
内　　容 大利根町の自然豊かなコースを歩く童謡のふる里

おおとねウォークを開催します。周囲ののどかな
風景を楽しみながら、皆さんで一緒に歩いて健康
づくりをしてみませんか。

日　　時 ３月１１日（日）【受付】午前８時４０分 【開会】
午前９時 ※小雨決行【予備日】３月１８日（日）

集 合 地 運動公園自由広場集合
参 加 費 一般成人５００円、小・中学生３００円

参加費は当日徴収
参 加 賞 童謡のふる里おおとねグッズ、おにぎり
コ ー ス １０kmコース：一般成人

５kmコース：一般成人、小・中学生
申し込み 電話で文化体育館（ ０４８０－７２－５４８８）ま

たは、教育委員会・農協各支店・役場・総合福祉
会館・アスタホール・農業創生センターに置いて
ある申込用紙でお申し込みください。

問い合わせ 大利根町教育委員会生涯学習課
０４８０－７２－１３２３

～でかけませんかとなりまち～

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
少

量
化
を
図
る
た
め
、
不
用
に
な
っ
た
家
具
や

家
電
製
品
な
ど
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介

を
行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。（
品
物
無
料
）

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登
録
さ

れ
て
い
る
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
小
型
冷
蔵
庫
　
▽
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
（
１
９

５
―
70
―
14
）
▽
子
供
用
自
転
車
（
女
子
用
）

▽
ベ
ビ
ー
ふ
と
ん
一
式
　
▽
組
立
式
セ
ミ
ダ
ブ

ル
ベ
ッ
ド
　
▽
テ
レ
ビ
（
21
イ
ン
チ
）
▽
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
２
歳
か
ら
使
用
可
）
▽
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
　
▽
ベ
ビ
ー
バ
ス
　
▽
歩
行
器

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
大
人
用
自
転
車
（
26
イ
ン
チ
）
▽
全
自

動
洗
濯
機
　
▽
手
押
し
式
車
い
す
　
▽
ダ
イ

ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
３
点
セ
ッ
ト
　
▽
タ
イ
ヤ

（
１
９
５
―
60
ま
た
は
65
―
15
・
２
０
５
―

70
―
14
）
▽
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
　
▽
ギ
タ

ー
　
▽
ソ
フ
ァ
ー
　
▽
簡
易
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ

ー
　
▽
Ａ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
　
▽
ス
ポ
ー
ツ
自

転
車
（
26
と
27
イ
ン
チ
）
▽
三
脚
付
き
天

体
望
遠
鏡
　
▽
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
０
歳

か
ら
使
用
可
）
▽
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
　
▽
オ
イ

ル
ヒ
ー
タ
ー
　
▽
オ
ー
ブ
ン
電
子
レ
ン
ジ

▽
エ
ア
コ
ン
　
▽
湯
沸
か
し
器
　
▽
自
動
噴

霧
器
　
▽
将
棋
用
時
計
　
▽
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト

▽
乳
母
車

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
課

５
５
６
―
９
５

３
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３
―
０
７
９
２

不
用
品
情
報
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【
相
談
事
例
】

事
例
１
（
60
歳
代
女
性
）

「
網
戸
張
り
替
え
１
枚
１
千
円
」
と
移
動
販
売
車
が
拡
声
器

で
流
し
て
い
た
の
で
、
家
に
呼
び
込
ん
だ
。
６
枚
分
の
張
り
替

え
代
金
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
電
卓
で
１
万
４
千
８
０
０
円
と

表
示
さ
れ
た
（
よ
う
に
思
っ
た
）
の
で
、
張
り
替
え
を
依
頼
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
施
工
後
、
請
求
さ
れ
た
金
額
は
、
14
万
８
千

円
で
、
押
し
問
答
と
な
っ
た
が
、
結
局
、
現
金
で
支
払
っ
た
。

解
約
し
た
い
が
、
ど
こ
の
業
者
か
わ
か
ら
な
い
。

事
例
２
（
70
歳
代
女
性
）

「
網
戸
張
り
替
え
１
枚
１
千
円
」
と
放
送
す
る
移
動
販
売
車

を
呼
び
止
め
、
網
戸
７
枚
の
張
り
替
え
を
依
頼
し
た
。
施

工
前
に
、
代
金
を
確
認
し
た
が
、
業
者
は
明
確
に
答
え
ず
、

放
送
の
価
格
か
ら
推
測
し
て
、
高
く
て
も
１
枚
２
〜
３
千

円
と
思
っ
た
。
施
工
後
、
男
性
２
人
の
業
者
は
、
９
万
７
千

円
を
請
求
。
現
金
で
支
払
っ
た
。
夫
が
帰
宅
し
て
、
領
収
書
に

あ
る
電
話
番
号
に
連
絡
し
た
が
、
番
号
は
虚
偽
で
あ
っ
た
。

事
例
３
（
40
歳
代
女
性
）

物
干
し
竿
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
移
動
販
売
車

が
通
っ
た
の
で
、
自
分
か
ら
呼
び
止
め
た
。
竿
１
本
７
千
円
で
、

も
う
１
本
サ
ー
ビ
ス
し
て
く
れ
た
。
気
を
よ
く
し
て
、
物
干
し

台
も
購
入
し
た
。
据
え
付
け
後
、
値
段
を
聞
く
と
、
台
は
６
万

円
だ
と
言
う
。
高
い
と
思
っ
た
が
言
い
出
せ
ず
、
内
金
１
万
円

を
支
払
い
、
残
り
は
銀
行
振
り
込
み
に
し
た
。
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

事
例
４
（
50
歳
代
女
性
）

物
干
し
竿
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、「
１
本
１
千

円
」
と
放
送
す
る
移
動
販
売
車
が
通
っ
た
の
で
呼
び
止
め
た
。

安
も
の
で
は
長
持
ち
し
な
い
と
１
本
１
万
５
千
円
の
も
の
を
勧

め
ら
れ
て
購
入
し
た
。
後
で
考
え
る
と
自
分
で
予
定
し
た
額
よ

り
高
額
な
の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

○
価
格
や
業
者
名
は
、
事
前
に
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う

買
い
物
の
前
に
、
商
品
の
価
格
を
確
認
す
る
の
は
当
た
り
前

の
こ
と
で
す
が
、【
事
例
１
】
や
【
事
例
２
】
は
、「
１
枚
１
千

円
」
と
い
う
放
送
に
よ
っ
て
、
価
格
が
安
い
と
思
い
込
ん
で
し

ま
う
消
費
者
心
理
を
巧
み
に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。
移
動
販

売
の
場
合
、
販
売
価
格
、
業
者
名
お
よ
び
連
絡
先
な
ど
を
、
事

前
に
口
頭
確
認
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
場
合
に
よ
っ
て
は
見
積

書
を
と
る
な
ど
、
書
面
で
確
認
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
こ
れ

を
拒
否
す
る
よ
う
な
業
者
は
、
そ
の
場
で
断
る
勇
気
を
も
ち
ま

し
ょ
う
。

○
自
分
か
ら
呼
び
止
め
た
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん

訪
問
販
売
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
消

費
者
に
と
っ
て
不
意
打
ち
に
な
る
た
め
で
す
。
自
分
か
ら
呼
び

止
め
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
訪
問
販
売
に
な
ら
ず
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
【
事
例
３
】【
事

例
４
】
の
よ
う
に
放
送
と
全
く
価
格
の
異
な
る
高
額
な
も
の
や

異
な
る
商
品
の
勧
誘
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
の
主
張
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
き
ら
め
な
い
で
、

県
や
市
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

０
４
８
―
７
３

４
―
０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

相　　談 

法律（予約制） 

行政 

結婚 

 
消費生活 

内職 

人権 

税務 

水道料金の休日窓口 

水道料金の夜間窓口 

　　　　　日　　　　程 

２月２７日（火） 

２月１９日（月）、３月５日（月）　　　　 

３月２日（金）・９日（金）　　　　 

２月１５日（木）・１９日（月）・２２日（木）・２６日（月）　 
３月１日（木）・５日（月）・８日（木）・１２日（月）・１５日（木） 

２月１６日（金）・２０日（火）・２３日（金）・２７日（火）　 
３月２日（金）・６日（火）・９日（金）・１３日（火）　　　　　 

２月２６日（月）　　　　 

２月２０日（火）　　　　　　 

３月４日（日）　　　　　 

２月２６日（月）　 

場　　所 

 

 

市役所 

 

 

 
市役所 

市役所 

中央公民館 
（教育文化センター「みらい」内） 

水道庁舎（前谷） 

　 問い合わせ 

 

 
生活課 

（内線２５２） 

 

  商工観光課 

（内線３８３） 
 
人権推進課（内線２２１） 

関東信越税理士会行田支部 
　５５４－１４１１ 

水道業務課 
　５５３－０１３１ 

　　  時　　　　間　　　　 

午前９時～午後３時 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分　 

 
午前９時３０分～午後３時３０分 

午前１０時～午後４時 

午後１時３０分～３時３０分　　 

午後１時３０分～３時３０分 

午前８時３０分～正午 

午後５時１５分～７時 

（２月１５日～３月１５日） 

くらしの 番情報
移
動
販
売
車
ト
ラ
ブ
ル
あ
れ
こ
れ
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一
般
書

・
邪
馬
台
国
へ
の
旅
（
邪
馬
台
国
探
検
隊
編
）

・
図
典
日
本
の
市
町
村
章
（
小
学
館
辞
典
編
集
部
）

・
ど
ろ
ん
こ
保
育
（
塩
川
寿
平
）

・
ま
い
に
ち
、
ふ
ろ
し
き
（
山
田
悦
子
）

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
介
護
者
の
た
め
の
医
療
サ

イ
ン
（
宮
原
伸
二
）

・
認
知
症
介
護
（
本
間
昭
）

・
旬
を
食
べ
る
和
食
薬
膳
の
す
す
め
（
武
鈴
子
）

・
飛
行
機
の
し
く
み
（
新
星
出
版
社
編
集
部
編
）

・
絵
を
み
る
ヒ
ン
ト
（
窪
島
誠
一
郎
）

・
詩
人
と
絵
描
き
（
谷
川
俊
太
郎
）

・
天
国
は
待
っ
て
く
れ
る
（
岡
田
惠
和
）

・
警
察
庁
か
ら
来
た
男
（
佐
々
木
譲
）

・
空
色
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
カ
ー
（
橋
本
紡
）

・
ア
ナ
ン
シ
の
血
脈
（
ニ
ー
ル
・
ゲ
イ
マ
ン
）

児
童
書
　

・
仕
事
の
つ
な
が
り
、
仕
事
の
し
く
み
（
大
谷
猛
夫
）

・
キ
キ
・
ス
ト
ラ
イ
ク
と
謎
の
地
下
都
市
（
キ
ル

ス
テ
ン
・
ミ
ラ
ー
）

・
河
童
（
た
か
し
よ
い
ち
）

・
３
６
５
ま
い
に
ち
ペ
ン
ギ
ン
（
ジ
ョ
エ
ル
・
ジ

ョ
リ
ヴ
ェ
）

・
ア
ン
ナ
ち
ゃ
ん
、
な
に
が
み
え
た
？
（
ラ
ッ

セ
・
サ
ン
ド
ベ
リ
）

・
フ
ラ
ン
ス
の
ご
は
ん
（
銀
城
康
子
）

・
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
ひ
み
つ
を
追
え
！
（
大
塚

菜
生
）

・
シ
ャ
イ
は
ど
こ
へ
行
っ
た
？
（
沢
田
俊
子
）

▼
日
時

２
月
24
日
（土）
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
　

▼
内
容

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時

３
月
３
日
（土）
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
の
会

▼
日
時

２
月
17
日
（土）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

ハ
メ
ル
ン
の
笛
ふ
き
、
北
風
の
く
れ
た
テ

ー
ブ
ル
か
け
、
に
じ
の
湖
、
若
草
物
語
（
合
計
60
分
）

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

図
書
館
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
す
こ
や
か
な
成
長

を
願
い
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
（
絵
本
２
冊

入
り
）
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
親
子
で
絵
本
の
楽

し
さ
を
共
有
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

３
月
２
日
（金）
・
13
日
（火）
午
後
１
時
受
付

開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

２
月
19
日
（月）
・
26
日
（月）
、
３
月
５
日
（月）
・
12
日
（月）

〈
特
別
整
理
に
伴
う
臨
時
休
館
〉

２
月
27
日
（火）
〜
３
月
２
日
（金）
は
、
年
度
末
特
別

整
理
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
蔵
書
構
成
・
サ
ー
ビ

ス
方
針
を
策
定
す
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
を
得
る

た
め
に
資
料
の
所
在
確
認
作
業
を
行
い
ま
す
。

＊
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
２
月
12
日
〜
17
日
に
借

り
た
図
書
お
よ
び
20
日
〜
24
日
に
借
り
た
ビ
デ
オ

や
Ｃ
Ｄ
の
返
却
期
限
は
、
３
月
３
日
（土）
で
す
。

こ
の
本
を
読
ん
だ
ら
、
ど
ん
な
人
で
も

魔
法
に
か
か
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
こ
の
物
語
に
魔
法
が
か
か
っ
て

い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

主
人
公
で
あ
る
末
散
の
叔
母
さ
ん
は
、

ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
人
。
実
は
魔
女
な
の

で
は
…
と
末
散
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
画
家
の
桐
原

章
吾
と
い
う
人
の
お
葬
式
に
行
く
こ
と
に

な
っ
た
末
散
。
そ
こ
で
青
い
バ
ラ
の
咲
く

ミ
ユ
リ
の
庭
を
見
て
、
叔
母
さ
ん
か
ら
バ

ラ
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

お
葬
式
の
後
、
叔
母
さ
ん
は
姿
を
消
し
て

し
ま
い
ま
す
。

こ
の
物
語
を
読
ん
だ
あ
と
、
私
は
と
て

も
春
が
待
ち
遠
し
く
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

『
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
の
謎
』

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

移
動
図
書
館
よ
し
き
り
号

開館時間 午前９時３０分～午後７時

お
は
な
し
会

休

館

日

子
ど
も
映
画
会

吉
野
玲
妃
さ
ん
（
南
河
原
）

松
本
　
祐
子
著

※変更する場合があります。

2
月
20
日
（火）
 

3
月
9
日
（金）
 

荒
木
小 

2
月
16
日
（金）
 

太
田
東
小 

2
月
27
日
（火）
 

3
月
8
日
（木）
 

2
月
15
日
（木）
 

泉
小 

2
月
21
日
（水）
 

3
月
13
日
（火）
 

星
宮
小 

2
月
22
日
（木）
 

桜
ヶ
丘
小 

2
月
23
日
（金）
 

南
河
原
小 

3
月
1
日
（木）
 

太
田
西
小 

3
月
2
日
（金）
 

埼
玉
小 

3
月
6
日
（火）
 

北
河
原
小 

3
月
14
日
（水）
 

北
小 
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12
月
26
日
、
カ
タ
ー
ル
の
ド
ー
ハ
で
行
わ
れ

た
第
15
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
女
子
75
kg
級
に
出
場
し
た
今
鉾

一
恵
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
７
位
入
賞
を
報

告
し
、
そ
の
功
績
に
対
し
て
横
田
市
長
か
ら
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

西
中
学
校
の
卒
業
生
で
、
現
在
自
衛
隊
体
育

学
校
に
所
属
し
て
い
る
今
鉾
さ
ん
は
、
昨
年
ジ

ャ
ー
ク
種
目
で
日
本
新
記
録
と
な
る
１
２
６
kg

を
マ
ー
ク
す
る
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
選
手
で

す
。
今
大
会
で
は
「
大
会
前
に
肩
を
痛
め
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
試
合
に
は
集
中
し
て
臨
め
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
全
日
本
選
手
権
大
会
な
ど
へ
の
出
場

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

写
真
館

写
真
館

12
月
31
日
、
忍
城
址
で
は
、「
行
田
ゆ
く
年

く
る
年
」
が
行
わ
れ
、
一
年
最
後
の
催
し
に
多

く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
行
事
と
あ
っ
て
、
年
の
締
め
く

く
り
の
鐘
を
つ
こ
う
と
開
始
時
間
前
か
ら
長
い

列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
。
鐘
を
突
き
終

え
、
鐘
楼
か
ら
降
り
て
き
た
人
た
ち
は
、
福
銭

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
、
う
ど
ん
や
そ
ば
、

甘
酒
な
ど
を
買
い
求
め
、
温
ま
り
な
が
ら
ゆ
く

年
へ
の
感
謝
と
新
年
を
迎
え
る
喜
び
を
感
じ
て

い
る
様
子
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
午
前
０
時
を

過
ぎ
、
年
が
明
け
る
と
お
宝
札
抽
選
会
が
始
ま

り
、
今
年
最
初
の
運
だ
め
し
に
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

１
月
１
日
、
古
代
蓮
会
館
で
迎
春
企
画
「
初

日
の
出
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
２

５
７
人
が
訪
れ
、
休
憩
所
で
は
埼
玉
県
産
の
米

「
彩
の
か
が
や
き
」
が
当
た
る
抽
選
会
や
無
料

お
し
る
こ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
６
時
50
分
す
ぎ
、
太
陽
が
姿
を
現
す
と
、

展
望
室
に
上
っ
た
来
館
者
か
ら
は
、
感
嘆
の
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
館
者
は
眩

ま
ば
ゆ

い

オ
レ
ン
ジ
色
の
光
に
顔
を
染
め
な
が
ら
、
初
日

の
出
を
カ
メ
ラ
に
収
め
た
り
新
し
い
年
の
平
穏

を
願
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

１
月
６
日
、
（財）
忍
郷
友
会
進
脩
塾
の
「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
孫
た
ち
の
論
語
か
る
た
取
り
大

会
」
が
郷
土
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
週
土
曜
日
に
同
館
で
行
わ
れ
て

い
る
忍
郷
友
会
進
脩
塾
の
素
読
教
室
に
参
加
し

て
い
る
子
供
た
ち
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
世
代
の
協

力
者
ら
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
第
１

回
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
前
に
こ
と
わ

ざ
や
俳
句
、
漢
詩
と
い
っ
た
美
し
い
日
本
の
言

葉
を
繰
り
返
し
音
読
す
る
素
読
と
呼
ば
れ
る
学

習
方
法
を
発
表
し
た
あ
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
と
向
か
い
合
い
、
論
語
の
か
る
た
を
取
り
合

い
ま
し
た
。

初
日
の
出
に
顔
を
染
め
て

ゆ
く
年
に
感
謝
を
こ
め
て

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

論
語
か
る
た
を
取
り
合
い

ド
ー
ハ
・
ア
ジ
ア
大
会
出
場
の

今
鉾
一
恵
さ
ん
を
表
彰
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１
月
13
日
、
第
21
回
行
田
市
少
年
少
女
将
棋

大
会
が
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
で
開

催
さ
れ
、
小
・
中
学
生
１
２
４
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

元
気
な
あ
い
さ
つ
で
対
局
が
開
始
さ
れ
る

と
、
小
学
生
の
部
で
は
始
ま
っ
て
数
分
で
「
王

手
」
の
声
が
上
が
る
ほ
ど
早
い
試
合
展
開
も
。

一
方
、
中
学
生
の
部
は
一
手
に
時
間
を
か
け
緊

迫
し
た
試
合
と
な
る
な
ど
、
一
進
一
退
の
好
試

合
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
将
棋
連
盟

の
加
藤
一
二
三
九
段
に
よ
る
対
局
指
導
や
次
の

一
手
・
詰
将
棋
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
、
小
さ
な
棋

士
た
ち
は
自
ら
の
実
力
を
試
し
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
修
了
前
ま
で
の
子
供
を
連
れ
た
家
族

が
割
引
や
優
遇
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る

「
浮
き
城
の
ま
ち
・
子
育
て
ジ
ョ
イ
事
業
」。
２

月
１
日
の
事
業
開
始
を
前
に
、
協
賛
店
舗
の
目

印
と
な
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
持
っ
て
横
田
市
長
が

長
野
に
あ
る
「
う
ど
ん
茶
房
む
ら
ま
つ
」
を
訪

問
し
、
ご
主
人
ら
と
一
緒
に
店
先
に
ス
テ
ッ
カ

ー
を
貼
り
ま
し
た
。

市
で
は
今
後
も
事
業
に
協
賛
し
て
く
だ
さ
る

店
舗
や
企
業
を
も
っ
と
増
や
し
、
地
域
の
宝
で

あ
る
子
供
を
育
て
る
家
庭
を
支
援
す
る
気
運
を

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
月
７
日
、
産
業
文
化
会
館
を
会
場
に
平
成

19
年
行
田
市
新
成
人
を
祝
う
会
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
で
は
今
年
新
た
に
１
千
65
人
が
大
人

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

成
人
者
代
表
に
よ
る
力
強
い
二
十
歳
の
主
張

が
行
わ
れ
た
後
、
中
学
時
代
の
懐
か
し
い
ス
ラ

イ
ド
が
上
映
さ
れ
る
と
、
新
成
人
か
ら
は
笑
い

声
が
起
こ
り
、
昔
の
情
景
に
思
い
を
は
せ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
開
会
前
や
終
了
後
に
は
、
会

場
の
前
で
記
念
撮
影
を
し
よ
う
と
大
勢
の
新
成

人
が
集
ま
り
、
旧
友
と
の
再
会
に
話
が
弾
ん
で

い
る
様
子
で
し
た
。

12
月
19
日
か
ら
24
日
ま
で
、
古
代
蓮
会
館
で

は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
最
終
日

に
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

古
代
蓮
会
館
で
は
、
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
の
シ

ー
ズ
ン
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
期
間

中
は
開
館
時
間
を
延
長
し
て
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
当
日
は
約
１
千
人
が

訪
れ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
奏
で
る
ど
こ
か
懐
か
し

さ
を
感
じ
る
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
堪
能

し
た
ほ
か
、
館
内
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

や
展
望
室
か
ら
の
「
10
万
石
の
夜
景
」
に
感
激

し
て
い
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
を
満
喫

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り

子
育
て
中
の
家
族
に
う
れ
し
い
味
方

一
進
一
退
の
好
試
合
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近
年
、
人
々
の

健
康
に
つ
い
て
の

関
心
が
急
激
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
あ
わ
せ

て
、
健
康
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
運

動
や
体
操
な
ど
を

行
う
団
体
が
市
内

で
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

平
成
13
年
４
月

に
ス
タ
ー
ト
し
た
ミ
ン
ト
健
康
体
操
は
、
毎
週

木
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で
佐
間

公
民
館
で
18
人
の
元
気
な
女
性
が
活
動
に
励
ん

で
い
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

穏
や
か
な
音
楽
を
流
し
な
が
ら
時
間
を
か
け

て
ス
ト
レ
ッ
チ
を
入
念
に
行
い
、
体
を
ほ
ぐ
す

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
小
さ
な
ボ

ー
ル
、
ゴ
ム
、
筒
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
道
具
を

使
っ
た
体
操
を
行
い
ま
す
。
リ
ズ
ム
体
操
で
は

指
導
者
の
中
澤
左
衛
子
さ
ん
の
振
り
付
け
で
曲

に
合
わ
せ
て
踊
り
、
大
き
く
体
を
動
か
す
の
で

気
分
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
過
去
に
マ
ツ
ケ
ン
サ

ン
バ
や
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
な
ど
を
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
振
り
付
け
で
踊
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
ソ
ー
ラ
ン
節
に
挑
戦
し
、
公
民
館
で
行
わ
れ

る
文
化
祭
で
披
露
を
し
て
み
た
い
と
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。
体
操
と
い
っ
て
も
立
っ
て
行
う
も

の
ば
か
り
で
な
く
、
座
っ
た
り
横
に
な
っ
た
り

し
て
行
う
体
操
も
あ
り
、
世
間
話
や
健
康
に
つ

い
て
の
話
を
す
る
な
ど
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽

し
み
な
が
ら
無
理
な
く
体
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
体
だ
け
で
は
な
く
心
も
健
康
に
な

っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

メ
ン
バ
ー
の
方
々
は
「
体
を
動
か
す
こ
と
が

楽
し
く
、
活
動
日
が
待
ち
遠
し
い
」「
こ
の
ク

ラ
ブ
に
参
加
し
て
か
ら
公
民
館
活
動
に
も
興
味

を
持
ち
、
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

な
ど
と
話
し
て
お
り
、
こ
の
ク
ラ
ブ
で
の
活
動

に
よ
っ
て
生
活
に
よ
り
活
気
が
出
た
よ
う
で

す
。
健
康
を
維
持
し
な
が
ら
、
人
と
の
ふ
れ
あ

い
や
仲
間
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
生
き
が
い
を

感
じ
て
い
る
と
い
う
皆
さ
ん
。
新
た
な
仲
間
が

増
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
の
で
、
無
理
を
せ
ず
に
体
を
動
か
し
て
み
た

い
女
性
の
方
、
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
。

▼
問
い
合
わ
せ

土
屋
文
恵

５
５
３
―
６
２

３
１

私
の
作
品

忍
　
　
　
丸
山
　
連
子

や
す
ら
け
き
姿
と
な
れ
り
冬
古
墳

矢
場
　
　
鈴
木
か
づ
の

冬
ぬ
く
し
縁
側
な
れ
ば
言
ひ
や
す
し

桜
町
　
　
大
塚
　
保
子

冬
帽
に
触
れ
れ
ば
心
癒い

や

さ
る
る

富
士
見
町

お
お
ば
水
杜

留
守
宅

る
す
た
く

の
ポ
ス
ト
に
土
産

み
や
げ

十
二
月

矢
場

安
田
　
幸
江

水
涸か

る
や
乾か

わ

き
き
っ
た
る
ダ
ム
の
底

荒
木
　
　
小
林
　
康
男

十
二
月
八
日
従
兄

い
と
こ

は
征ゆ

き
し
ま
ま

下
中
条

三
浦
　
信
子

大
枯
野
友
の
寡
黙

か
も
く

を
気
遣

き
ず
か

い
ぬ

須
加
　
　
須
永
美
恵
子

一
ペ
ー
ジ
ま
た
締
め
括く

く

る
十
二
月

下
須
戸

田
島
　
星
州

小
春
日
や
一
句
参
ら
す
古
墳
亭

下
忍
　
　
斉
藤
　
征
子

荒
川
の
大
白
鳥
の
美は

し
き
か
な

犬
塚
　
　
細
井
喜
美
江

し
ば
ら
く
は
児
等
に
は
内
緒

な
い
し
ょ

初
氷

俳
句

広
場

このコーナーに登場していただけ

る方・団体・作品を募集しています。

行田市本丸２－５・行田市役所広報広

聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。

ミント健康体操

～無理なく楽しみながら～
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深
水
町

松
岡
　
　
博

夜
祭
り
の
満
員
列
車
冬
花
火

城
西
　
　
榊
原
　
静
江

短
日
や
う
な
ず
く
よ
う
に
鳩
歩
く

（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

昨
年
10
月
29
日
、
30
日
に
行
わ
れ
た
第
19
回

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡
大
会
（
60
歳
以
上
の
高

齢
者
を
中
心
と
す
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
や
文

化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
総
合
的
な
祭
典
）
の
将

棋
交
流
大
会
に
出
場
し
、
見
事
ブ
ロ
ッ
ク
優

勝
し
た
の
が
樋
上
に
お
住
ま
い
の
森
健
一
さ

ん
で
す
。

森
さ
ん
が
将
棋
と
出
会
っ
た
の
は
14
歳
の
こ

ろ
。「
子
供
の
こ
ろ
に
親
戚
の
お
じ
さ
ん
が
家

へ
来
て
将
棋
を
指
す
の
を
よ
く
見
て
い
ま
し

た
。
駒
の
独
特
な
動
き
方
や
作
戦
を
練
る
こ
と

が
面
白
く
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
ろ

は
ま
だ
実
際
に
指
す
こ
と
は
な
く
、
本
を
読
ん

で
勉
強
す
る
程
度
で
し
た
。
そ
の
後
、
休
日
に

な
る
と
東
京
の
道
場
に
通
っ
て
は
対
局
に
没
頭

し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
に
出
場
し
た
り
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
よ
う
に
、

徐
々
に
将
棋
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
、
日
々
の

勉
強
に
も
熱
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
30
代
で
は

県
大
会
で
優
勝
す
る
ま
で
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

今
回
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
は
、
予
選
で
あ

る
県
大
会
を
準
優
勝
し
て
出
場
を
決
め
た
森
さ

ん
。「
県
大
会
か
ら
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
決
勝
戦

ま
で
、
ど
れ
も
接
戦
に
次
ぐ
接
戦
で
、
劣
勢
を

挽
回
し
勝
て
た
試
合
も
あ
り
ま
し
た
。
個
人
で

出
場
す
る
大
会
と
違
い
、
県
の
名
前
を
背
負
っ

た
試
合
だ
っ
た
の
で
、
い
つ
も
以

上
に
気
を
引
き
締
め
て
臨
み
ま
し

た
。
将
棋
を
や
っ
て
い
る
息
子
や

孫
も
、
優
勝
を
報
告
し
た
と
き
に

は
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
」
と
、
厳
し

い
戦
い
に
勝
利
し
た
喜
び
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
行
田
市
将
棋
連
盟
の

会
長
を
21
年
間
務
め
て
い
た
森
さ
ん
は
、
現
在
、

小
学
校
の
将
棋
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
児
童

ら
に
指
導
を
し
て
い
ま
す
。「
技
術
的
な
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
礼
儀
作
法
も
教
え
て
い
ま
す
。

特
に
負
け
た
と
き
の
礼
儀
が
大
切
で
、
負
け
て

言
い
訳
を
す
る
よ
う
で
は
強
く
な
れ
な
い
。
相

手
の
戦
術
を
尊
重
し
、
自
分
の
次
の
一
手
を
相

手
に
伝
え
る
。
将
棋
は
駒
で
相
手
と
会
話
を
し

て
い
る
の
と
同
じ
な
の
で
す
」
と
、
将
棋
を
通

し
た
人
づ
く
り
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
今

後
は
シ
ニ
ア
名
人
全
国
大
会
優
勝
を
目
指
し
な

が
ら
、
若
い
世
代
に
将
棋
を
普
及
さ
せ
た
い
と

意
欲
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

清
水
　
柊
汰

し
ゅ
う
た

ち
ゃ
ん
（
谷
郷
）

将
史
・
久
美
子
さ
ん
の
長
男

平
成
18
年
２
月
６
日
生
ま
れ

「
パ
パ
と
マ
マ
の
た
か
ら
も
の
　
」

森
田
愛
里
彩

あ

り

さ

ち
ゃ
ん
（
富
士
見
町
）

達
也
・
理
恵
さ
ん
の
長
女
　

平
成
18
年
２
月
25
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
　
　
」

村
山
　
嵩
和

し
ゅ
う
わ

ち
ゃ
ん
（
谷
郷
）

功
明
・
キ
エ
子
さ
ん
の
三
男

平
成
18
年
２
月
４
日
生
ま
れ

「
み
ん
な
の
ア
イ
ド
ル
!!
」

梅
澤
日
向
子

ひ

な

こ

ち
ゃ
ん
（
門
井
町
）

隆
・
英
未
さ
ん
の
長
女

平
成
18
年
２
月
21
日
生
ま
れ

「
ひ
な
ち
ゃ
ん
、
大
好
き
だ
よ
　
」

今月は、平成18年4月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線318）

締め切りは2月28日（水）です。
抽選会は3月1日（木）の午後1時30分市役所203会議室

将
棋
を
通
し
て
人
づ
く
り

森
　
　
健
一
さ
ん
（
樋
上
・
70
歳
）山

　
　
晴
音

は
る
と

ち
ゃ
ん
（
中
央
）

恭
志
・
忍
さ
ん
の
長
男

平
成
18
年
２
月
22
日
生
ま
れ

「
強
く
、
た
く
ま
し
く
、
笑
顔
で
」

『キセキレイとカワセミ』（バードカービング）
本田　靖男（桜町）
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▼
日
時

３
月
11
日
（日）
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
１
時
30
分
ご
ろ
　
▼
集
合

場
所

古
代
蓮
の
里
　
▼
コ
ー
ス

古
代
蓮
の
里
―
成
就
院
―
八
幡
山
古

墳
―
八
坂
公
園
―
富
士
見
公
園
―
さ

き
た
ま
古
墳
公
園
―
古
代
蓮
の
里

〔
総
距
離
９
・
５
km
〕
▼
対
象

市
内

在
住
・
在
勤
の
方
（
小
学
生
以
上
）

▼
定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）
▼

参
加
費

１
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

▼
主
催

行
田
市
体
育
指
導
委
員
協

議
会
　
▼
そ
の
他

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
を
同
時
開
催
し
ま
す
。
▼
申
し

込
み

２
月
５
日
(月)
〜
23
日
(金)

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
産
業
文
化
会
館
３
階
）

で
受
け
付
け
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ

同
課

５
５
６
―
８
３
３
６

行
田
市
鉄
剣
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

委
員
会
で
は
、
大
会
運
営
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
日
時

４
月
１
日
（日）
午
前
６

時
30
分
〜
正
午
ご
ろ
　
※
３
月
下
旬

に
事
前
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
　
▼

場
所

古
代
蓮
の
里
　
▼
内
容

参

加
者
の
受
け
付
け
や
記
録
証
発
行
の

補
助
な
ど
簡
単
に
で
き
る
も
の
　
▼

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
15
歳
以

上
の
方
　
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

２
月
５
日
（月）
〜
28
日
（水）
に
同
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
内
）
へ

５
５
６
―
８
３

３
６市

で
は
、
小
学
校
英
語
活
動
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

18
歳
以
上
で
日
常
英

会
話
の
で
き
る
方
　
▼
活
動
期
間

平
成
19
年
度
の
１
年
間
　
▼
募
集
要

項
お
よ
び
志
願
書

２
月
５
日
（月）
か

ら
学
校
教
育
課
（
産
業
文
化
会
館
３

階
）
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
▼
応
募
方
法

所
定
の
志

願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
２
月

５
日
（月）
〜
28
日
（水）
に
学
校
教
育
課
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
選
考
方
法

志
願
書
お
よ
び
面
接
に
よ
る
　
▼
そ

の
他

採
用
さ
れ
た
方
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
台
帳
へ
登
録
さ
れ
、
学
校
か
ら

の
要
望
に
合
わ
せ
、
英
語
活
動
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
市
規
定
の
謝
金
を
お
支

払
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

５
５
６
―
８
３
１

６▼
応
募
資
格

満
22
歳
以
上
で
学
校

教
育
に
理
解
が
あ
り
、
子
ど
も
と
の

ふ
れ
合
い
や
悩
み
の
相
談
に
親
身
に

な
っ
て
応
じ
る
意
欲
の
あ
る
方
　
▼

活
動
内
容

さ
わ
や
か
相
談
員
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
連
携
し

て
、
児
童
生
徒
へ
の
相
談
・
援
助
活

動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、

い
じ
め
や
不
登
校
を
は
じ
め
と
す
る

諸
問
題
の
解
決
に
向
け
た
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連
携
を
深
め

る
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
▼
勤
務
条
件

原
則
と
し
て
１

日
に
つ
き
４
〜
６
時
間
程
度
で
週
２

〜
５
日
間
の
勤
務
　
▼
募
集
人
員

10
人
程
度
（
市
内
中
学
校
担
当
）
▼

謝
金

市
の
規
定
に
よ
る
　
▼
選
考

書
類
審
査
お
よ
び
面
接
に
よ
る
　
▼

応
募
方
法

２
月
13
日
（火）
〜
23
日
（金）

に
本
人
が
応
募
書
類
を
学
校
教
育
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
書
類

は
、２
月
６
日
（火）
か
ら
同
課
で
配
布
。

▼
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
相
談
員
担
当

５
５
６

―
８
３
１
６

▼
日
時

３
月
３
日
（土）
午
後
１
時
開

場
　
午
後
１
時
30
分
開
演
　
▼
場
所

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル
　
▼
内
容

【
１
部
】
公

開
講
座
（
講
師：

吉
川
英
治
さ
ん
・

元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
）

【
２
部
】
コ

ン
サ
ー
ト（
出
演
者：

市
内
音
楽
家
、

も
の
つ
く
り
大
学
学
生
）
▼
定
員

５
０
０
人
　
▼
受
講
無
料

※
入
場

整
理
券
は
、
２
月
７
日
（水）
午
前
９
時

か
ら
、
も
の
つ
く
り
大
学
情
報
課
、

市
役
所
企
画
政
策
課
に
て
配
布
し
ま

す
。（
一
人
２
枚
ま
で
）
▼
問
い
合

わ
せ

も
の
つ
く
り
大
学

５
６

４
―
３
８
１
３
ま
た
は
企
画
政
策
課

（
内
線
３
０
９
）

広告

行
田
市
鉄
剣
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
び
の
び
英
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
２
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者

〜
歩
こ
う
古
代
蓮
コ
ー
ス
〜

平
成
19
年
度
行
田
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員

も
の
つ
く
り
大
学

市
民
特
別
公
開
講
座
＆
行
田
と

も
の
つ
く
り
大
学
を
結
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
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▼
日
時

３
月
14
日
（水）
午
後
１
時
〜

４
時
　
▼
場
所

生
活
課
相
談
室

▼
相
談
内
容

相
続
、
遺
言
、
示
談

書
、
交
通
事
故
、
農
地
転
用
、
許
認

可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り
ご
と

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
行
政
書
士

会
埼
北
支
部
（
行
田
地
区
）
小
野
田

宅

５
５
６
―
３
３
４
６

▼
日
時

２
月
17
日
（土）
午
後
１
時
開

場
　
午
後
２
時
開
演
　
▼
場
所

熊

谷
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
　
▼
曲
目

蒼
い
バ
ラ
の
伝
説
、
こ
こ
に
幸
あ
り

ほ
か
　
▼
入
場
無
料

▼
後
援

行

田
市
教
育
委
員
会
ほ
か
　
▼
問
い
合

わ
せ

同
会
大
場

０
８
０
―
５

６
７
７
―
３
２
８
５

▼
日
時

３
月
17
日
（土）
午
後
１
時
30

分
開
場
　
午
後
２
時
開
演
　
▼
場
所

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル
　
▼
内
容

今
年
は
牧
川

修
一
さ
ん
・
典
子
さ
ん（
二
期
会
会
員
）

の
指
導
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
屋
根

の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」
に
挑

戦
し
ま
す
。
▼
入
場
料

５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

丸
山
宅

５
５

０
―
１
１
３
６

▼
日
時

４
月
４
日
〜
６
月
27
日
の

毎
週
水
曜
日
（
全
12
回
※
４
月
25
日

を
除
く
）
午
後
７
時
〜
９
時
　
▼
場

所

商
工
セ
ン
タ
ー
　
▼
講
師

陶

燕
さ
ん
（
元
上
海
市

中
学
・
高
校

教
師
）
▼
定
員

25
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

１
万
２
千
円
（
教
材
費

別
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月
28
日
（水）
ま
で
に
受
講
目
的
・
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
入
の
う
え

往
復
は
が
き
で
〒
３
６
１
―
０
０
２

３
行
田
市
長
野
５
９
４
５
行
田
市
日

中
友
好
協
会
事
務
局
篠
原
秀
幸
ま
で

５
５
９
―
１
６
５
９
（
夜
間
の
み
）

▼
日
時

３
月
22
日
（木）
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分
（
た
だ
し
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く
）
▼
場
所

産

業
文
化
会
館
　
▼
主
催

行
田
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
▼
そ
の
他

本
人

確
認
の
た
め
、
運
転
免
許
証
な
ど
の

提
示
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
▼
問
い
合
わ
せ

熊
谷
血
液
セ

ン
タ
ー

５
２
５
―
１
３
３
０

コ
ー
ロ
・
フ
ィ
オ
ー
レ
20
周
年
記
念

第
６
回
定
期
演
奏
会

広告

全
血
献
血

行
政
書
士
無
料
相
談
会

大
正
琴
「
和

や
わ
ら
ぎ

」

早
春
の
し
ら
べ

中
国
語
講
座
　
初
級
コ
ー
ス

資格 保育園調理業務に理解があり、おおむね

６０歳未満の方　 募集人員 若干名　 勤務時

間 午前８時３０分～午後５時 時給 ８００円

申し込み 市販の履歴書（写真貼付）に必要事

項を記入のうえ、２月２８日（水）までに人事課

へ持参してください。面接のうえ４月１日から

採用します。 問い合わせ 人事課（内線２０８）

または子育て支援課（内線２７４）

臨時職員を募集します

資格 斎場の休業日が友引の日となるため、

土・日曜日の勤務ができる方　 業務内容 庶

務、業務に関わる連絡調整、施設内の整備など

募集人員 １人　 勤務日 斎場の休業日（友

引の日）以外の指定日　 勤務時間 午前８時

３０分～午後５時　 時給 ７５０円　 申し込み

市販の履歴書(写真貼付)に必要事項を記入のう

え、２月２８日（水）までに人事課へ持参してく

ださい。面接のうえ４月１日から採用します。

問い合わせ 人事課 (内線２０８)または市民課

(内線２４６)

＜ 持田・長野・南河原保育園 ＞

＜ 斎 場 ＞



▼
日
時

２
月
24
日
（土）
午
後
１
時
30

分
〜
　
▼
場
所

持
田
公
民
館
　
▼

演
題

言
葉
づ
か
い
は
心
づ
か
い
か

ら
　
▼
講
師

井
上
明
美
さ
ん
（
金

田
一
春
彦
事
務
所
元
秘
書
）
▼
入
場

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

持
田
公
民

館

５
５
３
―
１
４
１
５

▼
日
時

２
月
22
日
（木）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
（
受
付
終
了
時
間
は
午
後

３
時
30
分
）
▼
場
所

行
田
平
安
閣

22

広告

持
田
公
民
館
　

人
権
教
育
講
演
会

行
田
地
域
若
年
者

就
職
面
接
会

行田市の人口と世帯　　　　人口８８,３０６人　　男４４,００３人　　女４４,３０３人　　世帯数３１,８６７世帯
（平成１９年１月１日現在） 12月中の異動　出生４９人　転入等２１０人　死亡７４人　転出等２１１人

▼
対
象

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
若

年
者
（
新
卒
者
を
含
む
）
▼
参
加
企

業

30
社
（
予
定
）
※
企
業
の
採
用

担
当
者
が
直
接
面
接
し
ま
す
。
勤
務

地
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
田
の
管
内
で

す
。
▼
参
加
無
料
　
▼
そ
の
他

履

歴
書
、
職
務
経
歴
書
を
複
数
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登

録
済
み
の
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ

ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
▼
問
い

合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
田

５

５
６
―
３
１
５
１

▼
日
時

２
月
19
日
（月）
午
後
１
時
〜

４
時
　
▼
場
所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
地
下
展
示
場
　
▼
対
象

求
職
者
約
５
０
０
人
（
県
内
在
住
の

求
職
者
。
た
だ
し
新
卒
者
を
除
く
）

▼
そ
の
他

①
参
加
企
業
の
求
人
情

報
冊
子
を
来
場
者
全
員
に
配
布
　
②

履
歴
書
を
持
参
の
こ
と
　
③
参
加
無

料
、
予
約
不
要
、
入
退
場
自
由
　
▼

主
催

埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
　
▼
後
援

埼
玉
労
働
局
、
埼
玉

県
ほ
か
　
▼
問
い
合
わ
せ

同
会
地

域
求
職
活
動
援
助
事
業
推
進
室

０

４
８
―
７
５
３
―
３
７
２
７
　
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
４
８
―
７
５
３
―
０
１
１
２

▼
対
象

県
内
在
住
で
昭
和
27
年
４

月
１
日
以
前
の
生
ま
れ
の
方
　
▼
募

集
案
内
の
配
布

市
役
所
高
齢
者
福

祉
課
（
７
番
窓
口
）

▼
費
用
（
予

定
）

１
科
目
に
つ
き
９
千
３
０
０

円
（
全
15
回
、
教
材
費
別
）
▼
そ
の

他

科
目
・
日
時
な
ど
は
募
集
案
内

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
▼
申
し
込

み

募
集
案
内
を
参
照
し
、
２
月
16

日
（金）
ま
で
に
県
長
寿
社
会
政
策
課

（
〒
３
３
０
―
９
３
０
１
※
所
在
地

記
入
不
要
）
▼
問
い
合
わ
せ

同
課

０
４
８
―
８
３
０
―
３
２
６
３

企
業
合
同
就
職
説
明
会

埼
玉
大
学
経
済
学
部

（
夜
間
主
コ
ー
ス
）受
講
生

日時 ２月２８日（水）～３月２日（金）
午前１０時～午後６時

場所 ティアラ２１
４階ハートピア会議室（熊谷市筑波）

内容 ①就職情報の提供、職業適性診断、就職相談
②パソコン講座（午前１０時～午後１時）
③業界セミナー（午後２時～４時３０分）

対象　３４歳以下の求職者

定員 ①事前申し込み不要（相談は予約も可）
②各２０人 ③各４０人（②③はいずれも先着順）

費用無料
問い合わせ ヤングキャリアセンター埼玉

０４８－６５０－２２４０

若者就職応援フェアin熊谷

県立羽生高等学校
平成１９年度 特別講座受講生

※各講座とも、祝日および夏・冬休み中は休講
受講料 １,６８０円（各講座）
応募方法 羽生高等学校にある「特別講座受講案
内」を参照のうえ、所定の応募はがきに記入し、３月
２０日（火）（当日消印有効）までに郵送してください。
※「特別講座受講案内」および応募はがきは、３月
1日（木）以降、月曜日から金曜日（午前９時～午
後５時）に同校事務室で配布します。ただし、３月
６日（火）・７日（水）は除きます。
問い合わせ 同校 ５６１－０７１８

２月２８日（水）

②パソコン講座

ワード基礎

③業界セミナー

ブライダル

３月 １日（木） エクセル基礎Ⅰ 旅行

３月 ２日（金） エクセル基礎Ⅱ 化粧品

講座名　

Word入門

期　間

５月上旬～９月下旬の
原則毎週火曜日

時　間

午後３時～

４時３０分

定　員

３０人

Excel入門
１０月上旬～２月上旬の
原則毎週火曜日

３０人

楽しい英会話
（高校初級程度）

５月中旬～２月上旬の
原則第１・３水曜日

２０人

スクリーン・
イングリッシュ
（高校中級程度）

５月中旬～２月上旬の
原則第２・４水曜日

２０人
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▼
勤
務
内
容

受
付
を
含
む
案
内

業
務
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

週
２
日
〜
４
日
程
度
の
勤
務
）

▼
勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分
（
蓮
の
開
花
期
は
、
早

朝
当
番
あ
り
）
▼
応
募
資
格

18

歳
〜
45
歳
く
ら
い
ま
で
。
土
・
日

曜
日
、
祝
日
の
勤
務
が
可
能
な
方

▼
募
集
人
員

２
人
　
▼
時
給

７
５
０
円
（
試
用
期
間
７
０
０
円
）

※
午
前
７
時
〜
９
時
の
勤
務
は
、

時
給
９
０
０
円
　
▼
応
募
方
法

電
話
連
絡
の
う
え
、
２
月
25
日
（日）

ま
で
に
履
歴
書
を
古
代
蓮
会
館
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

広告

国民健康保険税・・・・・８期　　　
介護保険料・・・・・・・８期　　納期限・・・・・２月２８日（水）

今月の納税

古
代
蓮
会
館
ス
タ
ッ
フ

行田市産業・文化・ 
スポーツいきいき財団 

（財） 

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館  グリーンアリーナ 

申し込み・問い合わせ 

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て
な
に
？
」
か
ら

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
流
れ
」
ま
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
を
考
え
て
い
る

方
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
を
は
じ
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
内
容
の

講
習
会
で
す
。

▼
日
時

３
月
18
日
（日）
午
後
２
時
〜

３
時
（
講
習
後
に
個
別
の
相
談
も
承

り
ま
す
）
▼
場
所

県
行
田
地
方
庁

舎
２
階
学
習
ル
ー
ム
　
▼
参
加
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要
　
▼
問
い
合

わ
せ

県
東
部
地
域
創
造
セ
ン
タ
ー

行
田
支
所

５
５
５
―
１
１
１
０

住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
を
進

め
る「
彩
の
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。
入
会
者
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
案
内
や
年
４
回
発
行
す
る

会
報
を
送
付
し
ま
す
。

入
会
時
に
は
も
れ
な
く
コ
バ
ト
ン

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。ま
た
、

３
月
ま
で
に
入
会
し
た
場
合
は
18
年

度
会
費
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

▼
年
会
費

２
千
円
　
▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ

同
協
議
会
事
務

局
（
県
総
務
部
県
民
・
消
費
生
活
課

内
）

０
４
８
―
８
３
０
―
２
８

１
９権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢

者
の
方
や
障
害
者
の
方
を
対
象
に
、

生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談
の
ほ
か
、

社
会
保
険
労
務
士
、
弁
護
士
お
よ
び

司
法
書
士
に
よ
る
専
門
相
談
を
無
料

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

専
門
相
談
の
う
ち
法
律
に
関
す
る

相
談
は
、
行
政
が
実
施
し
て
い
る
法

律
相
談
と
は
、
ひ
と
味
違
っ
た
内
容

で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

【
年
金
、
社
会
保
険
に
関

す
る
相
談
】
第
１
・
３
・
５
水
曜
日

の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　
【
法
律

相
談
】
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
後
１

時
〜
４
時

※
法
律
相
談
は
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
権
利
擁
護

セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
与
野
駅
西
口
下
車

徒
歩
10
分

彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ

ザ
１
階
）

０
４
８
―
８
２
２
―
１

２
０
４
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
―
８
２
２

―
１
４
０
６

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
基
礎
講
習
会

〜
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
〜

彩
の
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の

賛
助
会
員

ご
利
用
く
だ
さ
い

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
法
律
相
談
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大根とさつま揚げの炒め物

栄養成分（1人分）
エネルギー206kcal たんぱく質8.7g 脂質17.4g
炭水化物17.1g 塩分1.4g ビタミンC20mg

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

…炒めても美味の万能野菜…

ぎょうだ 

忍
城
の
米
蔵
と
城
詰
米

155

作り方
①大根は皮をむき、短冊に切り、長ねぎは千切りに、さつま揚げは1.5cm
幅に切っておく。
②フライパンに油を入れ大根と長ねぎを炒め、さつま揚げを加えてさらに
炒めたところへＡを加える。
③ひと煮立ちさせ、かいわれ大根を散らす。

材料（2人分）
大根…1/4本（約250ｇ） かいわれ大根…少々　さつま揚げ…2枚　長ねぎ…
1/5本　サラダ油…大さじ1 Ａ【水…50cc 中華だしの素…小さじ1/4
しょうゆ…大さじ1/2 砂糖…小さじ1/2 オイスターソース…小さじ1】

忍
城
内
に
は
武
器
や
火
薬
を
収
蔵
す
る
武
器
庫
や

焔
硝
蔵

え
ん
し
ょ
う
ぐ
ら

、
米
を
保
管
す
る
米
蔵
な
ど
の
土
蔵
が
あ

り
ま
し
た
。
幕
末
の
城
絵
図
で
は
、
二
の
丸
の
東
側

か
ら
北
側
に
か
け
て
５
棟
の
米
蔵
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
建
物
の
大
き
さ
は
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
の

忍
城
解
体
時
の
資
料
で
は
間
口
20
間
、
奥
行
３
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

譜
代
大
名
の
居
城
で
あ
る
忍
城
の
米
蔵
に
は
、
幕

府
の
兵
糧
米
を
貯
蔵
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
城
詰
米

し
ろ
つ
め
ま
い

と
い
い
ま
す
。
天
和
元

年
（
１
６
８
１
）
の
記
録
で
は
、
大
名
の
居
城
55
城

に
合
計
21
万
５
千
８
０
０
石
余
の
城
詰
米
を
備
蓄
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
幕
府
直
轄
城

の
大
坂
城
や
二
条
城
、駿
府
城
な
ど
に
も
蓄
え
ら
れ
、

戦
時
へ
の
備
え
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
関
東
地
方
の
12
城

の
う
ち
、
忍
城
・
川
越
城
・

岩
槻
城
・
古
河
城
・
厩
橋

（
前
橋
）
城
が
３
千
石
、
小
田

原
城
７
千
石
、
宇
都
宮
城
５

千
石
、
佐
倉
城
・
関
宿
城
・

高
崎
城
２
千
石
、
壬
生
城
・

大
田
原
城
千
石
と
な
っ
て
い

ま
す
。
江
戸
に
近
い
関
東
の

諸
城
の
城
詰
米
は
必
要
な
と

き
に
江
戸
へ
急
送
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

城
詰
米
の
調
達
費
用
は
幕

府
が
負
担
し
ま
し
た
が
、
古
米
か
ら
新
米
へ
の
詰
め

替
え
は
藩
の
責
任
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
幕
府
の
命
令

に
よ
り
江
戸
へ
回
送
し
た
分
の
補
充
も
幕
府
の
費
用

で
賄
わ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
す
ぐ
に
は
補
充
さ
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
享
保
16
年
（
１
７
３
１
）
に
全

国
の
城
詰
米
を
見
分
す
る
こ
と
と
な
り
、
忍
城
に
も

勘
定
奉
行
配
下
の
役
人
２
人
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

国
元
で
は
宿
泊
所
か
ら
成
田
門
ま
で
の
道
案
内
を
は

じ
め
、
そ
こ
か
ら
米
蔵
ま
で
の
案
内
、
役
人
の
後
ろ

に
つ
い
て
城
内
の
案
内
を
す
る
者
、
江
戸
へ
帰
る
と

き
に
見
送
る
者
ま
で
こ
と
細
か
に
応
対
す
る
家
臣
の

役
割
分
担
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
藩
が
提

出
し
た
報
告
書
に
よ
る
と
、
実
際
に
備
蓄
し
て
い
た

の
は
３
千
石
の
う
ち
９
４
９
石
余
で
、
幕
府
の
命
令

に
よ
り
宝
永
５
年
（
１
７
０
８
）

と
正
徳
３
年
（
１
７
１
３
）
に

江
戸
へ
送
っ
た
２
千
５
０
石
余

の
補
充
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

当
初
は
兵
糧
米
の
目
的
で
備

蓄
さ
れ
た
城
詰
米
で
す
が
、
太

平
の
世
が
続
き
軍
事
的
な
緊
張

が
緩
ん
で
く
る
と
、
幕
府
財
政

の
補
填
や
飢
饉
対
策
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
用
途
で
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

（
郷
土
博
物
館
　
鈴
木
紀
三
雄
）

忍城の米蔵

大根は、根の部分に消化を助けるジアスターゼなどの酵素をはじめ、食物繊維

やビタミンＣなどが含まれており、胃腸の働きを助けます。また、葉の部分の栄

養価はとても高く、カロテンや鉄分などがたっぷり含まれています。部位によっ

て、味や硬さが異なるので、葉に近い部分は煮物や炒め物、中央はおろしやサラ

ダ、そして先のほうは漬物などにするとよいでしょう。残ったときは刻んで干し

ておくと、家庭で簡単に切り干し大根ができます。
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